
市 政 記 者 各 位     令和７年３月２８日 

市民局男女共同参画部女性活躍推進課 

 

福岡市では、市内事業所におけるワーク・ライフ・バランスや女性活躍推進の現状と課題を

把握し、「福岡市働く女性の活躍推進計画（第３次）」の策定に向けて、今後の施策を実施し

ていく上での基礎資料とするため、下記のとおり「福岡市内事業所における労働実態調査」を

実施いたしました。 

今回、その調査結果を報告書等にまとめ、福岡市ホームページに掲載するとともに、下記の

場所で閲覧及び配布いたしますので、お知らせいたします。 

１ 調査概要 

（1）調査対象、回収状況 

調査対象 有効回収数 有効回収率 

従業員 5名以上の事業所を対象に、無作為に抽出した 2,000事業所 604 ｻﾝﾌﾟﾙ 30.2％ 

調査対象事業所に勤務する正社員 8,000人 1,498 ｻﾝﾌﾟﾙ 18.7％ 

調査対象事業所に勤務する非正規雇用労働者 2,000人 279 ｻﾝﾌﾟﾙ 14.0％ 

（2）調査期間：令和６年８月19日～令和６年９月27日 

２ 調査報告書 

（1）福岡市内事業所における労働実態調査 報告書 ※市政記者室に一冊蔵置 

（2）福岡市内事業所における労働実態調査 概要版 ※別添 

＜報告書閲覧・概要版配布場所＞ 

男女共同参画推進センター・アミカス、情報プラザ（市役所１階） 

各区役所・出張所等 

３ 主な調査結果 

令和６年度 「福岡市内事業所における労働実態調査」 

の結果をお知らせします 

【問い合わせ先】 
福岡市市民局女性活躍推進課 古賀、松尾 

ＴＥＬ：092-406-8071 

＜ワーク・ライフ・バランス＞ 

・男性の育児休業取得率 48.7％（令和元年度：5.1％） ※43.6ポイント増加

・年次有給休暇の取得率 60％以上が49.1％（令和元年度：27.7％） ※21.4ポイント増加

・職場の働きやすさ  「肯定派※1」 男性：84.9％ 女性：82.2％ 

※1「以前より働きやすくなった」「変わらないが、もともと働きやすい」と回答した人 

＜女性活躍推進＞ 

・女性管理職比率  13.3％（令和元年度：11.3％） ※2.0ポイント増加

・昇進意向のある女性社員※2 47.2％（令和元年度：36.2％） ※11.0ポイント増加

※2「昇進したいと思うか」について、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した人

＜女性活躍推進（人材活用のプロセスにおける男女別の状況）＞※新規調査項目 

・配置状況： 男性は「営業」、女性は「人事・総務・経理」の配置が多い傾向

・就労状況：「平均残業時間」、「単身赴任者」、「転勤を伴う転勤者」は、男性の方が多い傾向

・経験機会： プロジェクトチームへの参画など「達成感を味わう経験」は男性の方が多い

報告書のデータ 

はこちらから 



福岡市内事業所における

労働実態調査
～ワーク・ライフ・バランスと女性活躍～

【 概 要 版 】

（n=604） （n=604） 調査概要

事業所の属性
【従業員規模】【業種】

34.4%
30人以下

5.1%
31～50人

5.8%
51～100人

20.0%
101～300人

7.5%
301～500人

27.2%
501人以上

（正社員調査より）

自社の女性活躍が「進んで
いる」と感じる正社員は、「進
んでいない」と感じる正社員
よりも、男女ともに、仕事へ
の成長実感や意欲に対する
肯定感を感じる人の割合が
高い。

調査方法　
調査期間
有効回収数

◎事業所調査

◎正社員調査

◎非正規雇用労働者調査

郵送配付、郵送またはインターネット回収

令和6年8月19日から令和6年9月27日（調査基準日：令和6年8月1日）

◎事業所604サンプル（回収率30.2％）
◎正社員1,498サンプル（回収率18.7％）
◎非正規雇用労働者279サンプル（回収率14.0％）

総務省「事業所母集団データベース（令和4年次フレーム）」を基に、従業員5名以上の福岡市内
民間事業所を対象に業種別構成比に基づき無作為抽出した2,000事業所

調査対象事業所に勤務する正社員8,000人（男女別、管理職・非管理職別 各2,000人）

調査対象事業所に勤務する非正規雇用労働者2,000人

この調査は、性別に関わらず、誰もが個性と能力を発揮できる福岡市の実現に向け、
市内事業所のワーク・ライフ・バランスや女性活躍への取り組み実態等を明らかにするために実施しました。

令和６年度 福岡市

令和6年度 福岡市内事業所における労働実態調査 概要版
発行 福岡市市民局男女共同参画部女性活躍推進課
〒815-0083 福岡市南区高宮３丁目３－１ TEL 092-406-8111

女性活躍推進について  ❸

自社の女性活躍が進んでいると感じる正社員の傾向Topics

今の職場では
仕事について

学び、成長できている

仕事に意欲的に
取り組めている

進んでいない 50.6%
進んでいる 85.0%

進んでいる 87.0%
進んでいない 52.5%

進んでいない 74.1%
進んでいる 90.0%

進んでいる 91.8%
進んでいない 60.0%

■女性・進んでいる（n=100）  ■女性・進んでいない（n=85） 
■男性・進んでいる（n=146）　■男性・進んでいない（n=40）

自社の女性活躍について

※仕事への成長実感や意欲に関する「肯定派」は、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の合計
※自社の女性活躍評価の選択肢には「どちらかといえば進んでいる（進んでいない）」もあるが抜粋して掲載

【自社の女性活躍評価別・仕事への成長実感や意欲に関する「肯定派  」の割合】※

12.7% 建設業4.5%
その他

8.4% 製造業
0.5% 電気・ガス・熱供給・水道業
2.5% 情報通信業
3.3% 運輸業・郵便業

3.1% 不動産業・物品賃貸業7.8%
宿泊業・飲食サービス業

4.6%
教育・
学習支援業

14.6%
その他
サービス業 18.7%

医療・福祉

16.6% 卸売業・小売業
2.6% 金融業・保険業

■調査結果の詳細は、福岡市ホームページ「福岡市 労働実態調査」にてご覧いただけます
https://www.city.fukuoka.lg.jp/shimin/woman_stp/fukuokasinaijigyousyo-roudoujittai-chousa.html

■ 調査結果利用上の留意事項
・文章や表、グラフの回答割合（％）は小数点第２位以下を四捨五入しているため、合計が必ずしも100%にならないことがあります
・２つ以上の回答を求めた複数回答の場合、各選択肢の合計は原則として100％を超えます
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71.8%

76.5%

49.1%

ワーク・ライフ・バランスを推進するための取組みの必要性については
肯定派が令和元年度調査と同様に７割を超えている。

平均取得期間は２週間超の取得者が６割を超え、
１カ月超の取得者が３割を超えている。

最近3年程度での職場の働きやすさは「以前より働きやすくなった」「変わらないが、もともと働きやすい」との回答が
男女ともに8割を超え、令和元年度調査よりも増えている。

制度利用状況をみると、在宅勤務・フレックスタイム制度は男女ともに２～3割程度。
育児休業・短時間勤務制度は男女で差がみられる。

直近事業年度1年間における、正社員の１カ月の平均残業時間をみると、
「20時間以下」が76.5％と、令和元年度調査よりも6.6ポイント増えている。

令和６年度
（n=604）

令和６年度
（n=185）

令和元年度
（n=375）

令和６年度（n=598）令和６年度（n=604）

令和６年度
（n=604）

令和元年度
（n=375）

直近事業年度1年間における、正社員の年次有給休暇取得率をみると、
「60％以上」が49.1％と、令和元年度調査よりも21.4ポイント増えている。

肯定派 が

20時間以下 が

取得率は 

平均取得期間「2週間超」 が

60％以上 が

10.7%
残業なし

32.3%
10時間以下

26.9%
10時間超２０時間以下

23.2%
20時間超45時間以下

10.6%
残業なし

36.4%
10時間以下

29.5%
10時間超２０時間以下

22.2%
20時間超45時間以下 0.5%

6０時間超

45時間超60時間以下  0.8%

6カ月超9カ月以下  1.6%

45時間超60時間以下 1.9%

20％未満  5.5%

2.7%
9カ月超
12カ月以下

4.3%
無回答

0.8%
6０時間超

5.6%
取得なし

16.2%
20％～40％未満

フレックスタイム制度

育児休業制度

短時間勤務制度

23.5%
40％～60％未満

21.5%
60％～80％未満

27.6%
80％以上

7.2%
取得なし

18.9%
20％未満

22.4%
20％～40％未満

18.9%
40％～60％未満

14.4%
60％～80％未満

13.3%
80％以上 4.8%

無回答

事業所調査

従業員調査

6.6ptUP!

43.6ptUP!

平均残業時間

推進への取り組み

80%以上肯定派 が

男女差あり育児休業・短時間勤務制度 で

職場の働きやすさ

両立支援制度の利用状況

48.7%
61.0%

男性の育児休業

ワーク・ライフ・バランスについて ❶

年次有給休暇取得率

21.4ptUP!

■女性（n=744） ■男性（n=746）

肯定派

20.0%
4日以下

18.9%
4日超２週間以下

25.4%
2週間超1カ月以下

23.2%
1カ月超3カ月以下

8.1%
3カ月超6カ月以下

【男性】【女性】

女性 32.4%
男性 36.3%

女性 16.7%
男性 20.2%

女性 21.4%

女性 13.3%
男性 4.4%

男性 5.9%

71.8%
令和元年度
（n=375）

※

※

※肯定派は「取り組む必要がある」「どちらかといえば取り組む必要がある」の合計

※肯定派は「以前より働きやすくなった」「変わらないが、もともと働きやすい」の合計

令和元年度
（n=746）

74.7%

令和元年度
（n=375）

5.1%

肯定派

肯定派

75.1% 令和元年度
（n=422）

77.0%

82.2% 84.9%

令和６年度（n=744） 令和６年度（n=746）

（正社員調査より）

（正社員調査より）

（テレワーク等）
在宅勤務制度

35.6％合計

61.0％合計



令和６年度
（n=604）

65.6%女性の「自分が担当」 が
家庭内の役割分担状況

70%以上否定派 が

性別による固定的
役割分担意識

固定的な役割分担意識については、
令和元年度調査よりも否定派が増えている。

既婚者の家庭内の家事・育児・介護の
分担状況をみると、女性の「自分が担当」
は65.6％と、男性よりも62.8ポイント高い。

女性
（n=308）

女性活躍推進について ❶

29.0%

女性管理職比率は13.3％と、
令和元年度調査よりも2.0ポイント増えている。

５年前と比べて女性管理職比率に変化があったかについては
「増えた」が29.0％、「変わらない」が51.5％となっている。

増えた が

29.0%
増えた

51.5%
変わらない

減った
2.3%

17.2%
わからない

事業所調査

女性管理職比率が増えた事業所の傾向
 家庭内の役割負担と女性の離職・働き方の選択

女性管理職比率の5年前からの変化

女性管理職比率

【育児は女性がしたほうがよい】

男性
（n=552）

4.9%
パートナーが担当

26.3%
夫婦平等

65.6%
自分が担当

76.3%
パートナーが担当

15.4%
夫婦平等

【介護は女性がしたほうがよい】

【従業員規模別】

13.3%
20.6%
19.6%

14.7%
21.4%

15.6%
11.5%

30人以下（n=208）

31～50人（n=31）

51～100人（n=35）

101～300人（n=121）

301～500人（n=45）

501人以上（n=164）

【正社員退職の理由（非正規雇用労働者）】

結婚

出産・育児

男性 2.2%

男性 0%
■女性（n=172） ■男性（n=46）

■増えた事業所（n=175） ■全体（n=604）

増えた事業所 24.6%
全体 16.6%

全体 13.9%

全体 13.1%

増えた事業所 19.4%

増えた事業所 21.1%

女性 31.4%

女性 18.6%

【非正規雇用という働き方を選んだ理由（非正規雇用労働者・女性）】

勤務場所

仕事内容

既婚 60.4%

既婚 49.0%

既婚 28.2%

■既婚（n=149） ■未婚（n=55）

未婚 47.3%

未婚 25.5%

未婚 45.5%

否定派 否定派

令和元年度
（n=1175）

54.5%

令和元年度
（n=1175）

82.9%

令和６年度（n=1498）

71.4%

令和６年度（n=1498）

91.1%

令和６年度（n=604）

13.3％全体平均

（正社員調査より）

（正社員調査より）

（非正規雇用労働者調査より）

非正規雇用労働者に正社員退職
の理由を聞くと「結婚」「出産・育
児」が女性のほうが男性よりも10
ポイント以上高い。
非正規雇用を選んだ理由をみる
と既婚女性のほうが未婚女性よ
りも「勤務時間・日数」「勤務場
所」等、時間や場所の融通を考慮
した働き方を選ぶ割合が高い。
家庭内の役割を担うことが女性
の離職や、非正規雇用選択につ

ながっていることが
　うかがえる。

女性管理職比率が増えた事業所
では、女性の経験拡大・キャリア
パス形成支援や、経営者・管理職
への理解醸成、目標値策定、人
事評価の見直し等に取り組んで
いる、との回答割合が全体平均よ
りも５ポイント以上高い。

増えた事業所 37.7%
全体 22.7%
増えた事業所 26.3%

全体 16.2%

増えた事業所 20.0%
全体 13.9%

社内プロジェクト等への女性の参画

女性のロールモデルの育成・提示

女性間のネットワークづくり

人事管理・評価制度等の見直し

自分が担当 2.8%

ワーク・ライフ・バランスについて ❷

※

※否定派は「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」の合計

経営者や管理職等の
理解醸成や意識啓発

勤務時間・
日数  

女性管理職登用に関する
目標値や行動計画の策定

Topicｓ
Topicｓ

令和元年度
（n=242）

11.3%



女性活躍推進について ❷

従業員調査

47.2%昇進意向のある女性 が昇進の考え方

男女差あり経験機会 に達成感を味わう経験

昇進意向のある人を男女別にみると、男性のほうが女性よりも21.1ポイント高い。
また、昇進意向のある女性は令和元年度調査よりも11.0ポイント増えている。

「達成感を味わう経験」の有無をみると、下記の経験を「したことがある」との回答に男女で差がみられる。

55.8%営業「男性の配置が多い」 が部門配置

37.3%残業「男性の方が多い」 が就労状況

人事・総務・経理 (n=435)

企画・調査・広報 (n=209)

研究・開発・設計 (n=153)

営業 (n=323)

販売・サービス (n=286)

生産・建設・運輸 (n=169)

51.3%
男女とも配置

9.7%
男性の配置が多い

39.1%
女性の配置が多い

64.1%
男女とも配置

18.6%
男性の配置が多い

17.3%
女性の配置が多い

45.1%
男女とも配置

43.1%
男性の配置が多い

11.8%
女性の配置が多い

37.8%
男女とも配置

55.8%
男性の配置が多い

6.5%
女性の配置が多い

51.0%
男女とも配置

19.6%
男性の配置が多い

29.4%
女性の配置が多い

34.3%
男女とも配置

55.7%
男性の配置が多い

10.1%
女性の配置が多い

令和６年度（n=729）

令和元年度（n=746）

令和６年度（n=726）

令和元年度（n=422）

32.5%14.7%

　   25.1%
どちらかといえば昇進したいと思う

11.1%
昇進したいと思う

33.7% 34.6%

36.3%
どちらかといえば昇進したいと思う

30.6%
昇進したいと思う

離職者

転居を伴う転勤者

単身赴任者

平均残業時間

年次有給休暇取得率

21.7%
男性の方が多い

41.7%
性別によらず同じ程度

20.0%
女性の方が多い

16.6%
わからない

29.0%
男性の方が多い

15.2%
性別によらず同じ程度

7.5%
女性の方が多い

48.3%
わからない

33.6%
男性の方が多い

11.4%
性別によらず同じ程度

53.3%
わからない1.7%  女性の方が多い

37.3%
男性の方が多い

40.7%
性別によらず同じ程度 5.8%女性の方が多い

16.2%
わからない

59.6%
性別によらず同じ程度

21.4%
女性の方が高い

15.7%
わからない

女性管理職比率が高い
事業所の傾向

【1カ月の平均残業時間「10時間以下」の割合】 【女性の昇進意向別・「達成感を味わう経験をしたことがある」割合】【男性の育児休業取得率】

59.4%
32.8%

18.8%
22.8%0％（n=114）

～15％未満（n=85）

～30％未満（n=67）

30％以上（n=96） 60.1%

46.3%

42.7%0％（n=114）

～15％未満（n=85）

15％以上（n=163）

【女性】

【男性】

プロジェクトチームへの参画

昇進・昇格による権限の拡大

部門を横断するような大きな異動

男性 45.6%

■女性（n=744） ■男性（n=746）　（正社員調査より）

■昇進したいと思う（n=107） ■昇進したいと思わない（n=159）　（正社員調査より）

女性 27.3%

女性 34.9%
男性 51.3%

女性 25.8%
男性 38.9%

33.4％全体平均 48.7％全体平均

社内プロジェクト等への女性の参画

女性のロールモデルの育成・提示

女性間のネットワークづくり

人事管理・評価制度等の見直し

女性管理職比率が高い事業所では、残業時間がより短く、
男性育休の取得がより進んでいる傾向がみられる。

「昇進したいと思う」と回答した女性は、「昇進したいと思わない」と回答
した女性よりも「達成感を味わう経験をしたことがある」割合が高い。

 (n=604)

47.2％合計

36.2％合計

68.3％合計

66.9％合計

昇進意向のある
女性の傾向

昇進したいと思う 40.2%
昇進したいと思わない 18.2%

昇進したいと思う 44.9%
昇進したいと思わない 27.7%

各部門の男女の配置状況をみると、特に「営業」「生産・建設・運輸」「研究・開発・設計」で男性の配置が多い。

「平均残業時間」「単身赴任者」「転居を伴う転勤者」の項目で、「男性の方が多い」が3割程度となっている。

3.3%  男性の方が高い

女性管理職比率 女性管理職比率（n=362） （n=362）

TopicsTopics

※女性の昇進意向の選択肢には「どちらかといえば昇進したいと思う（昇進したいと思わない）」もあるが抜粋して掲載

【達成感を味わう経験の例】

「プロジェクトチームへの参画」
をしたことがある

「昇進・昇格による権限の拡大」
の経験がある

（正社員調査より）
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